
　
「
初
め
に
言
葉
あ
り
き
」
と
聖
書
に
あ
る
。「
言
葉

の
内
に
命
あ
り
」
と
続
く
。
言
葉
は
人
類
生
存
に
無

く
て
は
な
ら
な
い
。
言
葉
が
あ
る
か
ら
生
き
る
糧
を

得
、
知
識
を
広
め
、
身
の
安
全
を
保
て
る
。

　

こ
の
世
の
中
で
「
言
論
の
自
由
」
は
死
活
的
に
重

要
な
の
だ
が
、
現
実
に
は
、
そ
の
自
由
が
制
限
さ
れ
、

奪
わ
れ
て
い
る
国
も
少
な
く
な
い
。

　

日
本
で
も
、
一
時
そ
ん
な
時
代
が
あ
っ
た
。
あ
の

太
平
洋
戦
争
が
激
化
し
た
時
代
、
軍
部
の
言
論
統
制

で
自
由
な
言
論
空
間
が
閉
ざ
さ
れ
た
。

　

経
済
倶
楽
部
も
例
外
で
は
な
い
。
１
９
４
４
年
末

に
講
演
会
の
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
戦
後
は
時

を
お
か
ず
、
１
９
４
６
年
２
月
に
石
橋
湛
山
を
講
師

と
し
た
講
演
会
が
再
開
さ
れ
、
以
後
、
講
演
会
の
中

断
は
一
度
も
な
い
。

　

こ
の
経
済
倶
楽
部
の
母
体
と
も
言
う
べ
き
言
論
機

関
誌
の
『
東
洋
経
済
新
報
』（
現
在
の
『
週
刊
東
洋
経

済
』）
は
、
創
刊
以
来
、
一
度
も
休
刊
し
て
い
な
い
。

湛
山
が
尊
敬
す
る
福
澤
諭
吉
が
創
刊
し
た
『
時
事
新

報
』
は
、
創
刊
こ
そ
『
東
洋
経
済
新
報
』
よ
り　

年
１３

先
輩
だ
が
、
戦
前
の
１
９
３
６
年
に
休
刊
し
た
。

　
『
東
洋
経
済
新
報
』
は
、
１
８
９
５
年
の
創
刊
以
来
、

１５２

会

員

の

広

場

「
言
論
の
自
由
」
を
貫
く
真
骨
頂

伊
豆
村　
房
一
（
東
京
）

一
貫
し
て
「
自
由
主
義
、
民
主
主
義
、
平
和
主
義
」

を
唱
え
、
言
論
統
制
に
も
屈
せ
ず
、
経
済
合
理
主
義

に
基
づ
く
論
陣
を
張
り
、
戦
前
・
戦
中
に
欧
州
列
強

の
植
民
地
主
義
に
呼
応
し
た
満
州
国
建
設
な
ど
の
国

策
に
対
し
て
、
経
済
合
理
性
に
合
わ
な
い
「
大
日
本

主
義
」
と
し
て
異
を
唱
え
、「
小
日
本
主
義
」
に
よ

る
独
立
国
家
の
存
立
を
訴
え
続
け
た
。

　

こ
の
国
策
に
反
抗
し
た
論
調
に
対
し
て
、
時
の
政

府
は
雑
誌
発
行
用
の
紙
の
補
給
を
制
限
す
る
統
制
令

を
発
動
し
た
が
、
そ
ん
な
弾
圧
に
も
め
げ
ず
、
疎
開

先
の
秋
田
県
横
手
で
、
わ
ず
か
４
面
の
タ
ブ
ロ
イ
ド

判
で
発
行
を
続
け
た
。「
言
論
の
自
由
」
を
貫
く
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
真
骨
頂
が
そ
こ
に
は
あ
る
。

　

こ
の
気
骨
の
あ
る
言
論
誌
を
創
刊
し
た
初
代
主
幹

の
町
田
忠
治
は
、
創
刊
１
年
前
に
英
国
に
滞
在
し
、

英
国
の
政
財
界
に
絶
大
な
影
響
力
を
持
つ
英
誌
『
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
』
の
存
在
を
知
り
、
そ
う
い
う
言
論
誌

が
日
本
に
も
必
要
だ
と
痛
感
し
た
。
文
字
通
り
「
東

洋
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
と
し
て
、『
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
と
英
字
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
冠
し

た
『
東
洋
経
済
新
報
』
が
誕
生
し
た
。

　

モ
デ
ル
と
な
っ
た
英
誌
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
は
今

も
健
在
だ
。
最
近
号
で
も
、
そ
の
武
者
ぶ
り
を
発
揮

し
て
い
る
。
表
紙
に
は
地
球
を
か
た
ど
っ
た
ゴ
ル
フ

ボ
ー
ル
を
ド
ラ
イ
バ
ー
シ
ョ
ッ
ト
す
る
寸
前
の
イ
ラ

ス
ト
が
描
か
れ
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
は
「
ト
ラ
ン
ポ

ノ
ミ
ク
ス
の
テ
ィ
ー
オ
フ
」
と
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
の

経
済
政
策
に
批
判
的
な
同
誌
な
ら
で
は
の
皮
肉
、
ユ

ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
。「
言
論
の
自
由
」
を
貫
く
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
の
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
。
日
本

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
も
そ
の
気
概
を
忘
れ
ず
、「
言

論
の
自
由
」
を
守
り
続
け
て
行
き
た
い
も
の
だ
。
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